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文文文部部部科科科学学学大大大臣臣臣賞賞賞   
「「「 個個個 人人人・・・グググ ルルルーーー プププ・・・ 学学学校校校 」」」分分分 野野野   

受賞者名 

学校法人 関西大学 

所在地 

兵庫県丹波市 

受賞テーマ 

地域再生・交流拠点としての空き家リノベーションの実践と住民による空き家活用活動 

 
平成 26 年 7 月 29 日に公表された「平成 25 年住宅・土地統計調査(速報集計結果)」(総務省統計局)によると、平成 5

年には 448 万戸であった空き家数は、その後一貫して増え続け、平成 25 年は 820 万戸、空き家率は 13.5％に達してい

る。 
一方で、産業廃棄物に占める建設業関係の廃棄物の割合は高く、放

置しておけば老朽化が進み取り壊され産業廃棄物となる空き家も今後

増加しつづけると考えられる。このような点から空き家の利活用＝空

き家リノベーション(Renovation)を実践することは３Ｒを推進する上

で重要な取り組みであるだけでなく、過疎化や高齢化といった地域が

抱える課題解決に向けた取り組みとしても重要である。 
 
平成 18 年 10 月、兵庫県丹波市青垣町佐治を舞台に実施された日本

建築学会近畿支部設計競技「シナリオ丹波」において、本学建築学科

建築環境デザイン研究室の学生グループによる「地域に増え続ける空

き家を利活用した大学と地域の協働によるまちづくり」の提案が丹波

市長賞を受賞した。これを受けて、平成 19 年度より本学と丹波市が連

携協定を締結し、「関わり続けるという定住のカタチ」と「21 世紀の

故郷づくり」をテーマに空き家リノベーションを軸とした農山村集落

の地域再生に向けた取り組みが始まった。 
 
受賞者の取り組みは、地元大工の指導による学生主体の空き家改修、

森林資源の豊富な地域特性を活かした地元産材(杉)の使用による空き

家改修、時間をかけながらゆっくりと議論を重ねながら取り組む空き

家改修といった手法を用いながら、空き家単体の改修という目的を越

え、改修プロセスを通じて地域が抱える様々な課題を顕在化し、大学

と地域の協働による「地域再生・交流拠点としての空き家リノベーシ

ョンの実践」を目的としている。 
 
また、地元主体による継続的な空き家活用を実践するサークル「佐

治倶楽部」を立ち上げ、本学が実際に空き家リノベーションにより改

修した２軒の空き家のうち、「関西大学佐治スタジオ」を大学（都市・

学生）と地域との交流拠点（授業・ワークキャンプ等）とコミュニテ

ィビジネスの拠点として、「本町の家」をコニュニティビジネスの拠点、

地域に滞在する拠点ゲストハウスとして、それぞれ運営、活用を実践

している。 
 
以上のように、空き家リノベーションによる若者と地域への教育効果、地域活性化、健全な次世代型まちづくりへの貢

献をテーマに、大学と地域が協働し、継続的に空き家改修と空き家活用に取り組んでいる。 
 
 

▲佐治スタジオの外観 

▲地元大工の指導を受ける学生 

▲改修に取り組む大学生 
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経経経済済済産産産業業業大大大臣臣臣賞賞賞   
「「「 事事事 業業業所所所・・・ 地地地 方方方公公公 共共共団団団 体体体等等等 」」」分分分 野野野   

受賞者名 

 第一パイプ工業株式会社 

所在地 

 神奈川県川崎市 

受賞テーマ 

 電線被覆材等を活用した大型・高強度再生プラスチック製品の製造によるプラスチ

ックの循環 

 
受賞者は、創業より、軽量形鋼、一般構造用鋼管メーカーとして、堅実、着実な成長を続けてきたが、新たな分野

の開拓と循環型社会構築への貢献を目指し、昭和５２年からは再生プラスチック製品の製造を開始。以来３８年間に

亘って再生加工品の製造・販売を行い廃棄物削減や資源循環の啓蒙に取り組んできた。 
 
原料（材料）は１００％廃プラスチックを基本方針として、当初は受賞者の企業グループ内にある故電線解体業の

派生品である電線被覆材（従来は、焼却か廃棄）を主原料としてスタートし、現在は、幅広くＰＥ，ＰＰ（一部塩ビ）

の再生プラスチック原料を購入して多種に亘る成形品を製造している（一部製品ではＥＶＡ（エチレン酢酸ビニル共

重合体）も使用）。 
 

 受賞者の最大の特徴は、プラスチック成形加工への鉄鋼・鋼管メーカーとしての基盤技術の活用にある。プラスチ

ック成形（型込・プレス・押出）には必須の金型設計・製作技術・保守安全技術及び設備を自前にて保有し、顧客へ

の迅速な対応や他社では製造困難な大型製品の製造においても、その重厚長大産業の知見を活かしている。 
また、大型製品以外にも、耐荷重が求められる製品、耐摩耗性に優れた製品など、再生プラスチックによる付加価

値の高い製品づくりへのリサイクルを行っている。 
 
主な製品としては、 
①木材の代替（各種鉄道標識・山の斜面階段用ステップ・トラック等のタイヤストッパー・車載クレーンの 
ジャッキベース等） 

②コンクリート製品の代替（鉄道踏切板・上下水道マンホールリング等） 
③金属製品代替（重量物や鉄鋼コイルの置台等） 
④ゴム製品代替（衝撃ブロック・各種緩衝材等） 

があり、鉄道・道路・車両・土木・鉄鋼・造船・電力・物流といった多種多様な事業分野に展開している。この様に

沢山のリサイクル製品群が市場に出回ることが、廃棄物の削減・プラスチックの循環に繋がると考えており、今後も

用途開発に注力し、新規製品の創出にチャレンジしていこうとしている。 
 
また、徹底した循環型社会への貢献を目指して、原料調達のフレコンバックも使用済みを活用し、製品出荷に際し

使用する木材パレットも廃棄品を活用するといったリユースを行い、リデュースとしては、金型の微調整を適時実施

する等にて製造ロスを抑制し、更には発生ロスも再利用することによる社内ロスゼロの活動も実施している。 

    
 

 

平成 27 年度リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰

経済産業大臣賞（１件）文部科学大臣賞（１件）
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